
 

 

 

 

 

 

 

「人生で一番可愛い日」 
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１
． 

最
上
家
の
ア
パ
ー
ト
・
リ
ビ
ン
グ
（
昼
） 

激
し
い
雨
音
が
、
ボ
ロ
ア
パ
ー
ト
の
一
室
に
響
い
て
い
る
。 

カ
ー
テ
ン
が
閉
め
切
ら
れ
た
暗
い
室
内
。 

最
上
心
愛
（
６
）
の
泣
き
じ
ゃ
く
る
声
。 

最
上
ゆ
あ
（
２
３
）
が
喚
き
な
が
ら
心
愛
を
叩
い
て
い
る
。 

ゆ
あ 

「
こ
ん
な
の
要
ら
ね
ー
ん
だ
よ
。
か
わ
い
こ
ぶ
っ
て
る
つ
も
り
か
よ
」 

心
愛 

「
ご
め
ん
な
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
」 

心
愛
の
手
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
の
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
。 

野
花
の
毒
素
で
、
心
愛
の
手
が
荒
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 
 

ゆ
あ 

「
そ
れ
と
も
当
て
つ
け
か
よ
。
気
持
ち
わ
り
ー
ん
だ
よ
」 

泣
き
な
が
ら
自
身
を
庇
う
心
愛
の
体
に
は
、
痣
や
傷
跡
が
複

数
あ
る
。 

 
 

 
 
 

ゆ
あ 

「
こ
っ
ち
は
お
前
の
せ
い
で…

…

お
前
さ
え
い
な
け
れ
ば
」 

心
愛 

「
ご
め
ん
な
さ
い
、
マ
マ
、
ゆ
る
し
て
」 

ゆ
あ 

「
マ
マ
も
う
生
き
て
け
な
い
。
お
前
の
せ
い
だ
」 

心
愛 

「
や
だ
、
マ
マ
、
や
だ
ぁ
」 

ゆ
あ 

「
や
だ
じ
ゃ
ね
え
よ
。
じ
ゃ
あ
お
前
が
死
ね
よ
」 

ゆ
あ
、
心
愛
の
首
を
絞
め
る
。 

心
愛
、
苦
し
み
つ
つ
泣
き
続
け
る
。 

心
愛 

「
ご
め
ん
な
さ
い
、
マ
マ
、
ご
め
ん
な
さ
い…

…

」 

 

２
． 

最
上
家
の
ア
パ
ー
ト
・
寝
室
（
夕
） 

雨
は
止
ん
で
い
る
。 

心
愛
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
薄
い
敷
布
団
で
縮
こ
ま
る
よ
う
に
眠
っ

て
い
る
。
首
元
に
は
絞
め
ら
れ
た
跡
。 

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
、
夕
日
が
差
し
込
ん
で
い
る
。 

心
愛
、
も
ぞ
も
ぞ
と
起
き
出
す
。 

 

３
． 

最
上
家
の
ア
パ
ー
ト
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
） 

寝
室
か
ら
移
動
し
て
き
た
心
愛
、
リ
ビ
ン
グ
の
扉
を
開
け
る
。 

心
愛
、
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
そ
の
場
で
立
ち
す
く
む
。 

眼
前
に
、
首
を
吊
っ
た
ゆ
あ
の
足
が
揺
れ
て
い
る
。 

薄
い
カ
ー
テ
ン
越
し
に
差
す
夕
日
で
、
部
屋
が
オ
レ
ン
ジ
に

染
ま
っ
て
い
く
。 
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心
愛
、
徐
々
に
過
呼
吸
に
な
り
、
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
る
。 

 

４
． 

ア
パ
ー
ト
・
心
愛
の
ワ
ン
ル
ー
ム
（
朝
） 

暗
闇
の
中
、
突
然
可
愛
ら
し
い
曲
が
爆
音
で
流
れ
る
。 

（「

可
愛
く
て
ご
め
ん
」
の
よ
う
な
痛
可
愛
い
系
のJ

P
O

P

） 

心
愛
（
２
３

）、

は
っ
と
目
を
開
け
て
飛
び
起
き
る
。 

白
と
ピ
ン
ク
で
統
一
さ
れ
た
、
お
姫
様
系
ロ
リ
ー
タ
趣
味
全

開
の
部
屋
。 

フ
リ
フ
リ
の
遮
光
カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
日
が
差
し
て
い
る
。 

心
愛
、
暫
く
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
。 

少
し
し
て
、
ス
マ
ホ
か
ら
流
れ
る
曲
を
止
め
る
。 

ス
マ
ホ
を
触
る
指
に
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
ネ
イ
ル
。 

心
愛
、
ベ
ッ
ド
脇
の
ミ
ニ
テ
ー
ブ
ル
に
目
を
や
る
。 

５
月
の
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
。
母
の
日
の
欄
が
囲
わ
れ
て
い
る
。 

心
愛
、
そ
れ
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 

突
然
、
苛
つ
い
た
様
子
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
掴
み
、
投
げ
る
。 

 

５
． 

ア
パ
ー
ト
・
心
愛
の
ワ
ン
ル
ー
ム
（
朝
） 

先
ほ
ど
と
は
別
の
、
似
た
よ
う
な
曲
が
爆
音
で
流
れ
て
い
る
。 

心
愛
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
を
勢
い
よ
く
開
け
る
。 

朝
日
が
差
し
込
ん
で
く
る
。 

心
愛
、
わ
ざ
と
ら
し
く
笑
顔
を
作
る
。 

ス
タ
ン
ド
鏡
の
前
へ
座
り
、
メ
イ
ク
を
始
め
る
。 

ロ
リ
ー
タ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
合
う
よ
う
な
、
コ
テ
コ
テ
の
ド

ー
ル
メ
イ
ク
。
慣
れ
た
手
つ
き
で
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
く
。 

メ
イ
ク
を
終
え
る
と
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
開
け
る
。 

中
に
は
、
大
量
の
ロ
リ
ー
タ
ワ
ン
ピ
ー
ス
。 

色
々
と
引
っ
張
り
だ
し
て
、
姿
見
の
前
で
次
々
に
試
着
す
る
。 

準
備
を
終
え
た
心
愛
、
曲
が
流
れ
る
ス
マ
ホ
を
鞄
に
入
れ
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
る
。 

ふ
と
、
部
屋
の
中
心
に
あ
る
テ
ー
ブ
ル
を
見
つ
め
る
。 

様
々
な
種
類
の
錠
剤
が
、
大
量
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。 

心
愛
、
死
ん
だ
目
で
雑
に
ひ
と
掴
み
し
、
少
し
見
つ
め
て
か

ら
、
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。 
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錠
剤
を
大
方
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、
ワ
ン
ル
ー
ム
を
出
る
。 

 

６
． 

街
中
（
朝
） 

心
愛
、
曲
を
聴
き
な
が
ら
街
中
を
歩
い
て
い
る
。 

貼
り
付
け
た
よ
う
な
笑
顔
。 

 

７
． 

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
・
外
観
（
朝
） 

派
手
な
外
観
の
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
。 

 

８
． 

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
・
店
内
（
朝
） 

心
愛
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
片
方
だ
け
外
し
つ
つ
、
店
内
に
入
る
。 

受
付
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
二
人
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 
 

心
愛 

「
こ
ん
に
ち
は
ぁ
」 

 
 

 
 
 

ス
タ
ッ
フ
１
「
心
愛
ち
ゃ
ー
ん
。
久
し
ぶ
り
～
。
え
、
久
し
ぶ
り
だ
よ
ね
？
」 

 
 

 
 
 

心
愛 

「
え
っ
そ
う
か
も
ー
。
な
ん
か
病
ん
で
た
」 

心
愛
、
へ
ら
へ
ら
と
笑
う
。 

ス
タ
ッ
フ
２
「
え
、
わ
か
る
ー
。
し
ゃ
ー
な
い
よ
ね
」 

ス
タ
ッ
フ
１
「
で
も
今
日
め
っ
ち
ゃ
気
合
い
入
っ
て
な
い
？
」 

ス
タ
ッ
フ
２
「
思
っ
た
。
超
か
わ
い
い
」 

心
愛 

「
や
ば
。
今
日
ハ
イ
か
も
」 

ス
タ
ッ
フ
１
「
な
ん
か
あ
ん
の
？
」 

心
愛 

「
ん
ー
、
そ
う
。
大
事
な
日
か
も
ー
」 

ス
タ
ッ
フ
２
「
い
い
ね
い
い
ね
ー
。
じ
ゃ
あ
ア
ゲ
ア
ゲ
な
感
じ
に
し
よ
ー
」 

サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
手
際
よ
く
施
術
の
準
備
を
す
る
。 

 

９
． 

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
・
外
（
朝
） 

心
愛
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
か
ら
出
て
く
る
。 

店
員
に
手
を
振
り
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
て
歩
き
出
す
。 

 

１
０
． 

花
屋
（
昼
） 

心
愛
、
花
屋
の
店
先
へ
や
っ
て
来
る
。 

イ
ヤ
ホ
ン
を
片
方
外
し
つ
つ
、
店
員
へ
話
し
か
け
る
。 
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１
１
． 

花
屋
（
昼
） 

心
愛
、
レ
ジ
前
で
イ
ヤ
ホ
ン
を
耳
に
突
っ
込
む
。 

オ
レ
ン
ジ
の
百
合
の
花
束
を
受
け
取
り
、
店
か
ら
出
て
い
く
。 

 

１
２
． 
街
中
（
昼
） 

心
愛
、
花
束
を
手
に
歩
い
て
い
る
。 

ど
こ
か
狂
気
的
な
笑
顔
。 

 

１
３
． 

墓
地
（
昼
） 

人
気
の
な
い
墓
地
。 

心
愛
、
最
上
家
と
記
さ
れ
た
墓
の
前
に
や
っ
て
く
る
。 

笑
顔
で
ゆ
っ
く
り
花
束
を
掲
げ
、
突
然
墓
石
に
叩
き
つ
け
る
。 

心
愛 

「
死
ね
、
死
ね
よ
、
て
め
え
が
死
ね
、
ク
ソ
が
」 

心
愛
、
叫
び
な
が
ら
墓
を
蹴
り
、
暴
れ
る
。 

心
愛 

「
な
に
が
当
て
つ
け
だ
よ
。
テ
メ
ー
が
当
て
つ
け
だ
ろ
。
死
ね
よ
マ

ジ
で
、
ゴ
ミ
カ
ス
」 

 

１
４
． 

街
中
（
昼
） 

髪
の
乱
れ
た
心
愛
、
死
ん
だ
目
で
街
中
を
歩
い
て
い
る
。 

す
れ
違
う
人
々
が
時
折
、
そ
れ
と
な
く
心
愛
を
避
け
た
り
、

盗
み
見
た
り
し
て
い
る
。 

 

１
５
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
群
（
昼
） 

心
愛
、
ふ
ら
ふ
ら
と
マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
中
に
入
っ
て
い
く
。 

 

１
６
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
外
階
段
（
夕
） 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
上
へ
繋
が
る
外
階
段
。 

心
愛
、
ふ
ら
ふ
ら
と
上
が
っ
て
い
く
。 

日
が
傾
き
始
め
て
い
る
。 

 

１
７
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
屋
上
（
夕
） 

階
段
か
ら
続
く
建
付
け
の
悪
い
扉
。 

ガ
ン
、
ガ
ン
と
内
側
か
ら
何
度
か
蹴
ら
れ
た
音
が
し
、
扉
が

開
く
。
心
愛
が
出
て
く
る
。 
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心
愛
、
屋
上
の
手
す
り
ま
で
や
っ
て
来
て
下
を
覗
く
。 

中
庭
の
よ
う
な
エ
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
誰
も
居
な
い
。 

心
愛
、
荷
物
を
お
ろ
し
、
厚
底
の
ゴ
ス
ロ
リ
ブ
ー
ツ
を
脱
ぐ
。 

爆
音
の
流
れ
る
イ
ヤ
ホ
ン
を
外
し
、
バ
ッ
グ
に
仕
舞
う
。 

静
け
さ
が
訪
れ
る
。 

心
愛
、
屋
上
の
手
す
り
を
乗
り
越
え
、
際
に
立
つ
。 

手
す
り
に
向
き
直
り
、
手
す
り
を
掴
ん
だ
ま
ま
目
を
閉
じ
る
。 

風
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
い
る
。 

心
愛
、
清
々
し
い
表
情
で
満
足
げ
に
微
笑
む
。 

目
を
閉
じ
た
ま
ま
、
ゆ
っ
く
り
手
を
離
し
て
背
中
か
ら
投
身

し
よ
う
と
す
る
。 

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
遠
く
で
少
女
の
声
が
聞
こ
え
る
。 

少
女
の
声
「
ね
え
マ
マ
、
こ
れ
」 

心
愛
、
ハ
ッ
と
し
て
手
す
り
を
掴
み
直
す
。 

下
の
様
子
を
伺
う
と
、
中
庭
で
幼
い
少
女
と
母
親
が
何
か
話

し
て
い
る
。 

二
人
、
そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
込
む
。 

 

１
８
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
中
庭
（
夕
） 

し
ゃ
が
ん
だ
少
女
と
母
親
、
道
端
に
咲
い
た
オ
レ
ン
ジ
の
ナ

ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
を
見
て
い
る
。 

母
親 

「
可
愛
い
ね
え
」 

 

１
９
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
屋
上
（
夕
） 

中
庭
の
母
娘
を
見
下
ろ
す
心
愛
。 

心
愛
か
ら
は
、
母
娘
の
会
話
の
内
容
や
花
ま
で
は
認
識
で
き

な
い
。 

母
娘
、
一
向
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
様
子
が
な
い
。 

心
愛
、
少
し
苛
つ
い
た
表
情
。 

 

２
０
． 

（
回
想
）
最
上
家
の
ア
パ
ー
ト
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
） 

凍
り
つ
い
た
よ
う
に
そ
の
場
で
立
ち
す
く
む
、
６
歳
の
心
愛
。 

オ
レ
ン
ジ
色
の
部
屋
で
揺
れ
て
い
る
、
ゆ
あ
の
足
。 

呼
吸
が
ど
ん
ど
ん
荒
く
な
っ
て
い
く
心
愛
。 
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２
１
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
中
庭
（
夕
） 

心
愛
、
ふ
と
冷
め
た
表
情
に
な
る
。 

能
面
の
よ
う
な
顔
で
、
手
す
り
の
内
側
に
戻
る
。 

ブ
ー
ツ
を
履
き
、
荷
物
を
持
つ
。 

気
だ
る
げ
に
イ
ヤ
ホ
ン
を
装
着
し
、
そ
の
場
か
ら
去
る
。 

 

２
２
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
中
庭
（
夕
） 

し
ゃ
が
み
込
ん
で
い
た
母
娘
、
立
ち
上
が
る
。 

母
親 

「
ね
え
、
夕
日
が
綺
麗
だ
よ
」 

少
女 

「
ほ
ん
と
だ
」 

二
人
、
空
を
仰
ぎ
、
オ
レ
ン
ジ
の
夕
焼
け
を
見
つ
め
る
。 

視
線
の
先
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
上
に
は
、
誰
も
居
な
い
。 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

お
わ
り 


